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 今治市における基金積立状況等について  

企画財政部財政課 

１ 基金の一覧（平成 29年度決算）                              
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２ 基金の積立状況 

（１）一般会計 

ア 財政調整基金 

   財政調整基金は、財源の年度間調整及び健全な財政運営のための資金を積み立てる基金です。 

地方財政法第７条に基づく決算剰余金の積立のほか、造成土地や用途廃止財産の売払収入等を積み立て、景気動向による税収減や災害など不測の事

態に備えながら、中長期的な視点で安定的な財政運営に取り組んでいます。 

財政調整基金の規模については、『今治市行政改革ビジョン』において、普通交付税の合併算定替による特例加算が終了する平成 32 年度以降の財源

不足に備えるため、平成 32 年度までに残高約 90億円（標準財政規模の２割程度）を確保することを目標としています。 

平成 29 年度末現在の財政調整基金の残高は、140.8 億円となっており、今後も会計の収支状況を見ながら、安定的な財政運営ができるよう、積み立

て、取り崩しを行う予定です。 

 

イ 減債基金 

減債基金は、市債償還の資金を積み立てるための基金です。 

地方財政法第７条に基づき決算剰余金を積み立て、今後の財政収支見通しや市債の償還計画をふまえながら、計画的な市債償還のための資金を確保

しています。 

平成 29 年度末現在の減債基金の残高は、70.1 億円となっていますが、大型事業の実施に伴い借り入れた市債の償還が集中する平成 35 年度頃まで、

不足する償還財源に充てるための取り崩しを予定しており、減少する見込みです。 

 

ウ 特定目的基金 

特定の目的のために資金を積み立てているもので、一般会計では職員退職手当基金、地域振興基金など 21 の基金を設置しています。果実運用型の基

金を除き、個別の目標残高は設定していませんが、平成 29年度末現在の残高は 77.8 億円となっており、今後は事業の進捗等に応じて取り崩しを行い、

減少する見込みです。 

 

（２）特別会計 

本市では、12 の特別会計を設けておりますが、そのうちの７つの特別会計に基金を設置し、各種事業の実施や会計全体の財源調整のために活用して

います。 

平成 29 年度末現在の残高は 9.8億円となっており、今後も会計の収支状況を見ながら、積み立て、取り崩しを行う予定です。 
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